
 

PICK UP PLAYER  INTERVIEW 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国士舘大学サッカー部のサッカーを
ひと言で表すと、『走るチーム』かな。
練習もきついし、この夏も厳しいことを
やってきた。めちゃくちゃ走りました
よ。その成果が試合でも出ていると思
う。リーグ戦で後半、相手の足が止まり、
自分たちが走り勝つ。そういった感じで
すね。 

 6 月に教育実習に行ってきました。す
ごくいい勉強になったし、人生で一番き
つい経験でもありました。ただ、あの経
験で人間的に成長できたとも思ってい
ます。とにかく、ハードだったし、自分
が得意なサッカー以外のところで力を
発揮しなければいけないので、その点も
大変だった。みんなの前で話す機会も多
かったけれど、話を聞いていない子ども
たちもいる。そこに向けてどうやって聞
いてもらえるように話すのかを考える
ようになったし、一方で自分もしっかり
と話している人の目を見なければいけ
ないと改めて感じました。そして、教育
実習を経験して、よっぽどの覚悟がない
と教員にはなれないとも感じました。 

 自分のプレーの特長としては、身体能
力はあまり高くない。走るのも速くな
い。そのなかでやっていくには的確な読
みが必要で、そこには自信を持っていま
す。その読みを見てもらいたい。センタ
ーバックをやることもあるし、ボランチ
でプレーすることもある。求められるこ
とが違うので、そのポジションごとにし
っかりとしたプレーをしていきたい。 

 国士舘大学は 10 年以上、リーグ戦で
の優勝がない。個人的にもクラブユース
（ヴィッセル神戸 U-18）、インカレでも
準優勝。まだ、タイトルを取ったことが
ないので、最終学年の今年、絶対に優勝
したい！ そのためには、チームの柱で
ある走るってことが大事。チーム全体で
最後まで走りきる、走り勝って、リーグ

戦でも最後に勝って、インカレのタイトル
を取って終わりたいです。 

 というのも、今年は総理大臣杯に出場で
きませんでした。関東予選の 2回戦で東洋
大学に敗戦。しかも、延長戦で決着がつか
ず、PK 戦になったのですが、その PK を
ボクが外した。蹴った瞬間に『やったわ』
って思うぐらい、上に外してしまいまし
た。そのときは精神的にやばかったです。
そういった思いがあるだけに、大学生活の
最後には絶対に優勝したい。いや、優勝し
なければいけないんです。リーグ戦は前半
戦を首位で折り返したし、途中まではいい
調子で来ることができた。でも油断せず、
チームが一丸となって走りきって最後は
タイトルを手にしたいです。 

念願のタイトル獲得を 
仲島 義貴（国士舘大学）DF／4年 

 

インタビュー・文：加茂郁実 

 

   
得点ランキング アシストランキング 前節(第 21節)の結果 

節)20果 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17点 松本孝平(国士舘大学) 

11点 和泉竜司(明治大学) 

11点 山本哲平(慶應義塾大学) 

11点  矢島輝一(中央大学) 

10点 藤本佳希(明治大学) 

9点  山内寛史(早稲田大学) 

以下 8点 2名 

駒澤大学 0－4桐蔭横浜大学 

流通経済大学 2－1 慶應義塾大学 

国士舘大学 1－2早稲田大学 

明治大学 1－0専修大学 

中央大学 2－1神奈川大学 

法政大学 1－1 順天堂大学 
 

13 アシスト  荒木翔(国士舘大学) 

6 アシスト 山本哲平(慶應義塾大学) 

6 アシスト 新里涼(順天堂大学) 

5 アシスト 堀田稜(早稲田大学) 

5 アシスト 宮本拓弥(早稲田大学) 

5 アシスト 溝渕雄志(慶應義塾大学) 

5 アシスト 米田隼也(順天堂大学) 

5 アシスト 平野篤志(駒澤大学) 

    以下 4アシスト 6名 
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―――――――――――――――――――――――――――――――――――

―――――― 

 

発行:(一財)関東大学サッカー連盟 協力：加茂郁実・関東大学サッカーサポーターズクラブ 

   Division1    No.22 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
専修大学 
 8 位 

 

出場停止 翁長聖 

警告 3回 飯干雄斗/鴨池陽希 

山田和輝 

 

桐蔭横浜大学 
 9 位 

神奈川大学 
 出場停止 なし 

警告 3回 岡田孝徳/日高拓登 

菊地佑太 

 

出場停止 なし 

警告 3回 平野佑一 

７位 

慶應義塾大学 
 3 位 

中央大学 
 12 位 

VS (前期の対戦: 桐蔭大 2-0神大) 

 

 11 位 

出場停止 なし 

警告 3回 佐々木俊輝 

 

 

VS (前期の対戦: 国士大 0-1流経大) 

5 位 

 

VS (前期の対戦: 法大 2-0早大) 

 

現在 現在 

出場停止 なし 

警告 3回 なし 

 

現在 

 

明治大学 
 

VS (前期の対戦: 慶大 2-1明大) 

2 位 

出場停止 萩間大樹 

警告 3回 飯田貴敬/小口大貴 

現在 

早稲田大学 

国士舘大学 
 

出場停止 なし 

警告 3回 小出悠太 

出場停止 なし 

警告 3回 黒柳駿 

 

VS (前期の対戦: 専大 2-1中大) 

 

出場停止 なし 

警告 3回 松木駿之介/端山豪 

宮地元貴 

 

4 位 

流通経済大学 
 

11月 15日(日)  13:50 Kick off 

味の素フィールド西が丘 

順天堂大学 
 

法政大学 
 

出場停止 なし 

警告 3回 なし 

駒澤大学 
 

VS (前期の対戦: 順大 1-2駒大) 

10 位 

11月 14日(土)  11:30 Kick off 

川越運動公園陸上競技場 

出場停止 なし 

警告 3回 種岡岐将 

出場停止 なし 

警告 3回 米田隼也 

現在 

11月 14日(土)  13:50 Kick off 

埼玉スタジアム 2002第 3グラウンド 
 

現在 

11月 14日(土)  11:30 Kick off 

埼玉スタジアム 2002第 3グラウンド 

現在 現在 

6 位 

11月 15日(日) 11:30 Kick off 

味の素フィールド西が丘 

11月 14日(土)  13:50 Kick off 

川越運動公園陸上競技場 

 

1 位 

 

現在 

現在 現在 

現在 現在 

 

現在 

PICK UP MATCH 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法政大学 対 早稲田大学 

 ついに『JR 東日本カップ 2015 第 89 回関
東大学サッカーリーグ戦』も最終節を迎えた。
第 21節では、首位の早稲田大学を追いかける
明治大学は専修大学と対戦。試合終盤までスコ
アレスの均衡した試合となったが、87分にMF
差波優人（4年）のグラウンダーのミドルシュ
ートが決まり明大が 5 連勝。21 節での早大の
優勝を阻止した。同じく優勝を狙う慶應義塾大
学は、インカレ出場権獲得を目指す流通経済大
学と対戦。流経大に先制された慶大は、FW 山
本哲平（3年）が 1点を奪うも、終盤に追加点
を許し痛い敗戦に。この結果、慶大は優勝戦線
から脱落した。 
 一方桐蔭横浜大学は、駒澤大学と 1部残留を
賭けた直接対決。桐蔭大は、後半に FW 今関
耕平(3年)が 2得点を決める活躍で 4-0と完勝。
残留争いから抜け出した。こちらも残留に向け
て負けられない神奈川大学は、2部への降格が
決定している中央大学と対戦。神大は MF 奥
田晃也（3年）のゴールで先制するが、89分、
アディショナルタイムと立て続けにまさかの
2失点を喫し、2部降格が決定した。 
 そんな中、19 年ぶりの優勝に向けて着々と
勝点を積み上げたのが早大だ。前節では、わず
かながら優勝に望みを残す 4 位の国士舘大学

と対戦。開始 5分でMF 田中太郎(4年)の得点
で先制すると、国士大も MF 大石竜平(1 年)
が 1 点返すシーソーゲームとなったが、後半
に FW山内寛史（3年）が目の覚めるようなボ
レーシュートで追加点。そのまま 2-1で逃げ切
った。2位の明大との差は依然勝点 1ながら、
首位で最終節を迎える。 
 その早大と最終節で対戦するのが、このと
ころ好調な法政大学だ。前節の順天堂大学と
の試合では、DF 永戸勝也(3 年)のミドルシュ
ートで先制するも、後半順大に追いつかれ引
き分けに。しかし法大の長山一也監督は、「こ
れまでも国士大、流経大に勝って彼らの優勝
の可能性を断ってきた。最後まで上位をつぶ
してリーグ戦を盛り上げたい」と最終戦に闘
志を燃やす。14 日の試合で明大が勝利し、15
日に早大が敗れれば明大の逆転優勝となるだ
けに、法大がどう戦うかが注目される。 
 「守備がベースとしてあったうえで攻撃が
ある」（DF 金澤拓真・4 年）という早大と、
攻撃力に定評のある法大。はたして優勝は早
大か、それとも上位キラーの法大が、明大の
逆転優勝をアシストするのか。ついに迎えた
最終節の大一番。優勝、そしてインカレ出場
を賭けて熱い試合になることは間違いない。 

平成 27 年度 第 64 回全日本大学サッカー選手権大会 
◆日程◆ 

【1 回戦】 

12 月 8 日(火) (1)11:00 (2)13:30 

於：相模原ギオンスタジアム、千葉県立柏の葉公園総合競技場、

ゼットエーオリプリスタジアム、町田市陸上競技場 

【2 回戦】 

12 月 10 日(木) (1)11:00 (2)13:30 

於：江東区夢の島競技場、江戸川区陸上競技場、Shonan BMW

スタジアム平塚、川口市青木町公園総合運動場 

【準々決勝】 

12 月 13 日(日) (1)11:00 (2)13:30 

於：町田市陸上競技場、味の素フィールド西が丘 

【準決勝】 

12 月 16 日(水) 13:00 

於：Shonan BMW スタジアム平塚、NACK5 スタジアム大宮 

【決勝】 

12 月 19 日(土))12:00   於：浦和駒場スタジアム  

◆出場校◆※11 月 10 日現在 

総理大臣杯優勝校:関西学院大学 

北海道地区代表:北海道教育大学岩見沢校 

東北地区代表:仙台大学 

関東地区代表:早稲田大学,慶應義塾大学,明治大学 

東海地区:常葉大学浜松キャンパス,愛知学院大学 

中京大学 

北信越地区代表:北陸大学 

関西地区代表:阪南大学 

中国地区代表:IPU・環太平洋大学 

四国地区代表:高知大学 

九州地区代表:福岡大学,鹿屋体育大学 

プレーオフ枠:札幌大学 

11月 23日(月・祝) 関東第 6代表 vs 金沢星稜大学 12:00Kick off 会場:NACK5スタジアム大宮 
プレーオフ 


